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Ⅰ 研究事例集の発刊にあたって 
日立市教育研究会理科教育研究部長 山崎  誠 

 

茨城県児童生徒科学研究作品展は、児童生徒が日常生活の中で不思議に感じたことや疑問に思っ

たことを追究し、科学研究作品としてまとめたものを昭和３２年度から募集し、平成、令和を経て、

本年度で第６４回を迎えました。本事業は、本県の科学教育の振興として、募集した作品の展示会

を開催し、児童生徒の科学に対する興味・関心を高め、創造性の育成を図ることを目的に、その歴

史を重ねてきました。 

今年は新型コロナウイルス感染症の影響で夏休み期間が短縮されるなど、児童生徒及び保護者の

皆様方には、作品応募に関して多大なるご負担をお掛けしたことと思います。応募くださいました

皆様方には、心より感謝申し上げます。今年度の日立市科学研究作品展では、小学校３１点（３７

人）、中学校１４点（２４人）で合計４５点（６１人）、発明工夫作品では、小学校１６点（１６人）、

中学校５点（５人）合計２１点（２１人）と、取り組む期間が短いながらも優秀な作品が多数寄せ

られました。その中から特に優れた作品につきましては、日立地区展の代表として県北地区展（４

市）、さらに県展に出品させていただきました。今年度の日立地区展（審査のみ）は、９月１５日

に実施しました。そして県北地区展（審査のみ）は、常陸太田市交流センターふじを会場に、１０

月１日に実施されました。 

県科学研究作品展には、日立市内から小中併せて計１４点が出品されて、日立市立泉丘中学校 

緑川陽翔さん、日立市立大沼小学校 緑川愛菜さんの共同作品「カブトムシの研究７～振動が与え

るカブトムシの行動への影響について～」が、茨城県教育研究会長賞を受賞しました。また、学校

賞として、県北地区では、日立市立助川小学校がげんでん財団学校賞を受賞しました。 

さらに、県発明工夫作品展には、日立市内から小中併せて計９点が出品され、日立市立坂本中学

校 佐川裕哉さんの作品「吸着、解放 パッ缶オープナー」が茨城県教育研究会会長賞、日立市立

田尻小学校 吉村 栞さんの作品「ふろしき型エコバックうさぎ」が優秀賞、日立市立助川小学校 

清水仁心さんの作品「落ちませんたくばさみ」と、日立市立中里中学校 菊池倫子さんの作品「ス

トレスフリールーラー」と、日立市立日高小学校 加古瑠莉那さんの作品「お皿、かたむけーる」

が優良賞を受賞しました。受賞された皆様、おめでとうございます。 

この事例集では、今年度の県北地区展や県展に出品された科学研究作品並びに発明工夫作品の中

から、参考となる優秀な作品の掲示物と概要を掲載しています。今年度初めて研究を進めた皆さん、

さらに研究内容を高めたいと考えている皆さんにとって、今後参考にしていただきたい資料として

作成しました。また、各学校の夏休み科学自由研究相談会等でも先生方に活用していただいと願っ

て作成しましたので、どうぞご活用ください。 

結びに、各審査会の準備や運営、本研究事例集の発行にあたり、県北教育事務所学校教育課指導

主事 渡邊斎行 先生、同主査 関 辰洋 先生、日立市教育委員会指導課指導主事 倉橋久美 先生に

は、御多用中にもかかわらず丁寧な御指導をいただき心から感謝申し上げます。また、日立理科ク

ラブの皆様、日立少年少女発明クラブの皆様におかれましても、大変お世話になりました。さらに、

原稿の依頼を引き受けてくださった児童生徒のみなさん、御指導に当たられました先生方、研究を

後押ししてくださった保護者の皆様に御礼申し上げます。ありがとうございました。 
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Ⅱ 科学研究･発明工夫の指導について 

日立市教育委員会指導課 指導主事 倉橋 久美 

 

今年度は、新型コロナウイルス感染症対策のための臨時休業等に伴い、例年と比べて科学研究・発

明工夫作品展に向けて研究等に取り組む時間が少ないことが懸念されておりました。しかし、児童生

徒の皆さんから研究や作品が出品され、身近な自然や環境、科学に対する興味・関心の高さがうかが

えました。指導に当たった先生方や保護者の皆様、市理科教育研究部の先生方のご尽力に心より感謝

申し上げます。また、日立理科クラブの皆様にも、日頃の学習支援及び理数アカデミー等において、

ご助言・ご協力をいただきました。作品展の運営に携わられた全ての皆様に厚く御礼申し上げます。 

さて、今回の感染拡大により、世界全体で人々の日常生活の在り方や教育等に多大な影響を与えて

おり、人々がこれまで当たり前と感じていた価値を大きく変える転機になっています。社会において

も、テレワーク、遠隔教育等ＩＣＴを活用したリモート化・デジタル化といった急激な変化が見られ

ています。これからは、今まで以上に未知の課題に対して、探究心をもち課題解決に取り組むことが

重要となってきます。先生方には、児童生徒が様々な課題に対して、問題解決的・探究的な活動がで

きるよう指導・助言していただきたいと思います。 

科学研究や発明工夫が今後さらに充実したものとなるよう、取組のポイントを児童生徒向けにいく

つか挙げますので、是非参考にしてください。 

<科学研究について> 

○ 研究テーマを決めて、研究計画を立てる 

  自分の気付きを大切にして、具体的でわかりやすいテーマを設定することが重要です。どんな

方法で、いつどこで何をどのように調べていくのかまとめると計画になります。研究全体の見通

しをもち、記録方法や役割分担（共同研究）についても考えておきます。一度計画を立てても実

際に調べていく過程で絶えず見直しを行い修正していくことが大切です。 

○ 必要な材料や器具を準備して、観察や実験を行う 

  実験の器具や道具、消耗品などは、家庭にあるものや自分で用意できるものを使用します。先

生や日立理科クラブに相談すると具体的なアドバイスがもらえます。観察や実験で見たこと・わ

かったこと等は、野帳に記録していきます。野帳は研究を進める手がかりになるので、どんなこ

とでも記録しましょう。たとえ失敗しても、その記録は次の手立てを考えていくための大切な情

報・手がかりとなります。 

○ 結果を整理して、結果からわかったことを考え、研究全体をまとめる 

得られた結果を適切に処理し、結果から何がわかったのかを考え、データをもとにグラフや表

で説明します。「①主論文、②野帳、③掲示物（模造紙）」等にまとめます。 

<発明工夫について> 

○ 材料や構造が十分に検討されており、実際に使いやすいものであるか確認する 

発明は、生活の中で誰かが「不便だなあ。」と思うところから始まります。幼児やお年寄りな

ど、具体的に使う人の気持ちになると、作品の工夫すべきポイントが見えてきます。誰かに実際

に使ってもらい、安全面などの工夫改善をするとよいでしょう。 

○ 他に似た製品がなく、自分の工夫があるか確認する 

   模倣や手芸品・工作物になっていないか、自分の創意工夫を生かしているかが大切です。 
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Ⅲ 科学研究作品・発明工夫作品 市内展入賞者一覧（金賞・銀賞） 
 

１ 小学校の部 

（１）科学研究作品 

 あなたはだあれ？ 福山 穂花 水木小 １年 

 いしのなかは どうなっているか 神代 立 水木小 １年 

 フルーツを水にうかべたら、うくのか、しずむのか 吉田 唯杜 大沼小 １年 

 ふしぎ？アサガオのはな！ しいな かほ 日高小 １年 

 ヤゴからトンボになるまで 小林 悠真 水木小 ２年 

 いろいろな色水 土田 琉奈 大沼小 ２年 

 みその研究 part2 黒澤 遼 大久保小 ３年 

 10円玉は何でキレイになるか調べてみよう！ 佐川 美彦 水木小 ３年 

 紙はまっすぐに落ちるのか 小幡 ゆず 大沼小 ３年 

 油せいインクを消せるえき体をさがせ 中山 明咲花 坂本小 ３年 

 なぜ？アリはまいごにならないの？ 黒澤 武尊 坂本小 ３年 

 実物の一億倍！分子模型作りに挑戦 鈴木 廉太朗 助川小 ４年 

 みそを作ろう 藤垣 紗英 助川小 ４年 

 
がんばれ！！カマキリ 
…親から子へ受け継がれる命(４年次)… 

菅原 遥 宮田小 ４年 

 地産地消からモンシロチョウが生まれたよ 吉田 早希 宮田小 ４年 

 セミのぬけがらの研究４～過去の記録と比べてみよう～ 飯泉 虹夏 滑川小 ４年 

 災害にやくだてるかな？ソーラークッカー 髙田 歩 仲町小 ４年 
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 クワガタムシの行動 真木  よう一ろう 中小路小 ４年 

 三時草の観察 季節・気温と関係しているのだろうか？ 澤海 紗花 水木小 ４年 

 
アリの研究パート４（４年連続４年目）ついに女王アリをつか
まえたぞ！ぼくとクインちゃんの９０日間 

石川 時生 田尻小 ４年 

 
カイワレダイコンの発芽と成長 
～しっかり育つにはどんな条件が必要？～ 

石川 真生 助川小 ５年 

 でんぷん！発見！！  
鬼澤 玲咲 
鬼澤 紗希 

宮田小 
５年 
２年 

 遠くまで飛ぶ紙ヒコーキを作ろう 岡部 孝成 宮田小 ５年 

 
色々な物に１０円玉をつけてみた １０円玉以外も実験して
みた（～昨年、一昨年の結果をもとに新たな実験をしてみた～） 

宮本 優大 大沼小 ５年 

 漂白剤の色落ちパワー！！ 板垣 花音 坂本小 ５年 

 
花火の色の秘密 
～環境にやさしい炎色キャンドルを作ってみて～パート３ 

吉田 優璃音 
吉田 惟緒璃 

助川小 
６年 
２年 

 お金の抵抗 
白土 大稀 
髙岡 翔優 
小林 洸斗 

会瀬小 ６年 

 しゃぼん玉のひみつ！！ 
木村 菜希 
木村 咲希 

滑川小 
６年 
３年 

 『振り子の周期には何が関係するのだろうか？』 藪 莉央 諏訪小 ６年 

 ナメコを育てよう！ 
平田 佳穂 
會澤 瑠香 

金沢小 ６年 

 
塩を入れたら早く冷えるのか？ 
～不思議な塩の性質～パート３ 

朝岡 結信 田尻小 ６年 

 

（２）発明工夫作品 

 カチッと安全ネッククーラー し水 のあ 助川小 ３年 

 お皿，かたむけーる 加古 瑠莉那 日高小 ３年 

 たわスポ 関 愉々子 助川小 ４年 

 楽っと手わたし帳 しば田 結な 中小路小 ４年 
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 スプレーキャップキャッチ！これでキャップはなくさない！ 中野 紫月 諏訪小 ４年 

 すいとうほし 三浦 海太 水木小 ４年 

 コロナたいさく 高田 歩 水木小 ４年 

 落ちませんたくばさみ 清水 仁心 助川小 ５年 

 持ち運びマスクフック 市毛 琉月 水木小 ５年 

 ふろしき型エコバックうさぎ 吉村 栞 田尻小 ５年 

 どんなノズルも保護できる！ポンプボトルストッパー 中野 心景 諏訪小 ６年 

 

２ 中学校の部 

（１）科学研究作品 

 ヒートアイランドについて調べたよ！ 
金野 操 
塚田 里美 
鈴木 杏菜 

滑川中 １年 

 
カブトムシの研究 ７ 
～振動が与えるカブトムシの行動への影響について～ 

緑川 陽翔 
緑川 愛菜 

泉丘中 
大沼小 

１年 
３年 

 
我が家の床の間の植物工場モデル Part2 
－藻の光屈性、重力屈性と光合成の観察－ 

笹俣 俊洋 
茨城キリ
スト教学
園中 

１年 

 発砲スチロールの溶け方 
佐藤 海斗 
溝上 和喜 

助川中 ２年 

 
太陽光エネルギーを効率良く集めよう［Ｐａｒｔ－Ⅱ］ 
～太陽光自動追尾センサーによる太陽光発電装置の複数台連
動方法の研究～ 

佐藤 崚晟 滑川中 ２年 

 目指せ 200℃～発熱反応を使って温度をあげよう～ 
五耒 雄真 
横山 正聖 

坂本中 ２年 

 プラスチックの融点と弾性の関係 
金子 和真 
髙橋 慧伍 

日立一高 
附属中 

２年 

 
がんばれ!!カマキリ 
…親から子へ受け継がれる命（８年次）… 

菅原 豊 駒王中 ３年 

 根の重力、水分、光屈性の観察 小林 沙樹 河原子中 ３年 

 振動が根と芽の成長に与える効果 児玉 優里 日高中 ３年 
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 ヨーグルトのふた裏における水のはじき方の変化について 林 千皓 
日立一高 
附属中 

３年 

 水の波紋の速さに関する研究 
山岸 勇翔 
外４名 

日立一高 
附属中 

３年 

 光ファイバーでつなぐ情報通信の世界 白石 優依 
日立一高  
附属中 

３年 

 エネルギーで考える爆鳴器の長さと音の大きさ 
小尾 美由紀 
軍地 春奈 
佐藤 真優 

日立一高  
附属中 

３年 

 

（２）発明工夫作品 

 かんたん消シカスいれ 佐藤 瑛人 滑川中 １年 

 ストレスフリールーラー 菊池 倫子 中里中 １年 

 着せ替えブックカバー 加古 真優奈 日高中 ２年 

 吸着、解放、パッ缶オープナー 佐川 裕哉 坂本中 ２年 

 With shoes and インソール 髙野 愛莉 坂本中 ２年 
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１ いしのなかは どうなっているか 

水木小 １年 神代 立 

１ けんきゅうのどうき 

石の中にダイヤモンドみたいな宝石が入っているかもしれないけれど、外からは石の中身が見えない

ので、割って調べてみようと思った。 
 

２ けんきゅうのかせつ 

(1) 海の石の中には、貝が入っている。海の石には穴がたくさんあいていて、貝のお家だと思った。 

(2) 庭の石の中には、きらきらした水晶が入っている。前に、庭の石の中から水晶が出てきた。 

(3) 山の石の中には、化石が入っている。山や森には、昔、恐竜がたくさんいた。 

 

３ けんきゅうのけっか 

海の石７個、庭の石１個、山の石２個、全部で１０個の石を割って、特徴がある変わった石を選んで

比べた。特徴のあった石について紹介する。 

(1) 海の石では、穴が空いていて、貝がうまっているのが外から見えたものを調べた。割って中を調べ

てみると、貝のしまもようのような跡が見られた。ほたて貝の化石にも、魚のひれの化石にも見えた。 

(2) 庭の石では、白くて線が入っているものがあった。割ってみると、線のところできれいに割れた。

くっつけると、パズルみたいに元に戻った。少しきらきらしていた。 

(3) 山の石では、こけが生えていて、軽い石があった。割ってみると、中には動物の毛のようなものが

入っていた。いのししの毛かもしれないと思った。砂がぼろぼろ落ちる石だった。 

 

４ けんきゅうのこうさつ・まとめ 

(1) 海の石の中には、本当に貝が入っていた。 

(2) 庭の石は、きらきらした石が入っていると思ったが、少しきらきらしているものが入っていた。 

(3) 山の石には、化石が入っていると思ったが、動物の毛が入っていた。 

以上の考察から、石を割ってみると、想像できないようなものが出てくることがわかった。 

 

５ はんせい・こんごのかだい 

もっとたくさんの石を割れば、もっといろいろなものが出てくると思った。割るまで中に何が入って

いるかわからないので、どきどきして楽しかった。貝や魚のひれの化石は見つけられた。今度は恐竜の

骨の化石を見つけたいと思った。そのためにも、もっと深く掘ったり、ちがう国に行ったりして調べた

いと思った。 

 

【指導者の所見】 

石を割って、中身を見てみたいと思うのは、普段の生活からでも自然に出てくる疑問である。石のあ

る場所に注目し、それぞれの環境に合った結果が出てくるのではないかという仮説に基づいた検証をす

ることができた。石を割る前と割った後の、石の観察記録については、写真はもちろんのこと、自分の

言葉で詳しく分かりやすく書き留められており、一生懸命さを感じる作品だった。恐竜の化石を見つけ

るような、達成感あふれる研究を今後も期待したい。                 （川﨑 潤） 
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２ みその研究 part2 

大久保小 ３年 黒さわ りょう 

１ 研究の動機 

  毎日飲むみそ汁のみそは、祖母の手作りであると知り、自分でもみそを作りたいと思い、昨年度みそ

作りに挑戦した。今年度は、昨年度の研究を生かし、さらにおいしいみそを作ろうと思い研究をした。 

 

２ 調べたこと 

 （１）去年よりおいしいみそを作る。 

（２）みそ作りにかかる時間を短くする。 

（３）みそ作りの材料を自分で作る。 

   

３ 結果と考察 

 （１）去年よりおいしいみそを作る。 

麹の量が多いと発酵が早く進むことが分かった。麹の最適な量は 160ｇであることが分かった。

麹の量は 160ｇでも、200ｇでもにおいや色が変わらないことから、麹の量は 160ｇ以上増やしても

意味が無く、160ｇが限界ではないかと考えられる。 

 （２）みそ作りにかかる時間を短くする。 

水に浸す時間を短くするために、水以外のものにつけたら時間が短くなるのではないかと予想し、

水、牛乳、塩水、砂糖水の４種類で実験を行った。しかし、吸水が一番早かったのは水であった。

そこで、水の種類を変えて、水道水、純水、軟水、硬水、超硬水、炭酸水の 6種類で実験を行う。

結果、吸水が早かったのは純水で、遅いのは超硬水であることが分かった。水には、岩などの成分

が入っており、水によって、その成分は異なる。よって、水に入っている成分が多いと、吸水が遅

くなることが考えられる。 

そして、水の温度も関係していると予想し、温度を変えて実験すると、吸水が早いのは温水であ

ることが分かった。このことから、冬でも、温水を使えば早くみそ作りができると考えられる。 

 （３）みそ作りの材料を自分で作る。 

実際に大豆と稲を育て、収穫まで至った。しかし、収穫量が少なかった。これは、水と肥料をあ

げ忘れたことや、網を張らなかったことが原因であると考えられる。 

 

４ 感想と今後の課題 

  みそが完成するには長い月日はかかるものの、今後も自分で栽培した材料で、更においしいみそ作り

をしたい。大豆の吸水が早くできたので、実際のみそ作りでも、試したいと思った。 

 

【指導者の所見】 

１年次の研究成果を生かしながら、さらにおいしいみそを作りたいという意欲が強く感じられる。予

想と異なる実験結果となったときは、更に条件を変えて研究を進めたり、同じ水でも多くの種類の水で

実験したりした。多くのデータを得たことで、研究の説得力も感じられる。今年の研究では、みその材

料も自分で栽培するなど、研究熱心な姿も印象的である。日本人の身近にあるみそについての研究は興

味深く、今後もみそ作りの研究に大いに期待したい。               （佐藤 有紗） 
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３ 地産地消からモンシロチョウが生まれたよ  

  宮田小 ４年 吉田 早希 

 
１ 研究の動機 

  ３年生の時、理科の授業で「モンシロチョウの観察」があり、学校で育てたが失敗した。今年、家で

育てている野菜に穴が開いているのを発見し、青虫を見つけた。「この青虫はモンシロチョウになるので

は？」と思い観察に取り組むことにした。 

 
２ 研究した内容 

 ・庭に色々な花や野菜の種をまき、育てる。 

 ・幼虫の数、大きさ、どんな植物にいるかを毎日観察する。 

 ・どのように育てると、成虫のモンシロチョウになるか試してみる。 

 ・育てた野菜を収穫し、おいしくいただく。 

３ 研究の結果 

（１）育てた植物  （２）モンシロチョウが卵を産む葉は？  

（３）卵から青虫（幼虫）になるまでの様子 

（４）幼虫からさなぎになる様子 （５）さなぎからモンシロチョウになるまで 

 
４ 気付いたこと 

  ２匹の幼虫がルッコラの葉を食べ尽くして驚いたが、この幼虫は次の日にすずめに食べられてしまっ

た。他の幼虫はさなぎに成長したが、モンシロチョウの幼虫の体に卵を産むアオムシコマユバシがさな

ぎに卵を産み付け、青虫の体の中で育ち、青虫の体を食い破り外に出てくることがわかった。 

 

５ 結果から分かったこと 

  モンシロチョウはアブラナ科の植物の葉に卵を産むことがわかった。卵からモンシロチョウの幼虫に

なるまでには３～４日くらい、幼虫からサナギになるのは１９日くらい。サナギから成虫になるには、

６～９日くらいで約１か月で卵から成虫になる。成虫になったモンシロチョウは、１０日くらいしか生

きられないことがわかった。 

 

６ 反省と課題 

  モンシロチョウの卵からの成長がくわしくわかり、完全変体で成虫になるまで様々なすがたに変化し

たので観察が楽しかった。 

 

【指導者の所見】 

  ３年生の時にモンシロチョウの観察をして卵を育ててみたが、羽化せずに終わったことを教訓にした

研究である。今年自宅で育てた野菜についた青虫は、モンシロチョウに成長するのかと疑問をもったこ

とがきっかけとなり、卵を産み付ける野菜の種類に着目して研究を進めることができた。また、毎日観

察を続け、卵→幼虫→サナギ→成虫という成長の過程を記録することで、「脱皮や羽化の瞬間を観察した

い」と意欲を持ち続けて研究を進めることができた。              （及川 菜奈美） 

結果３－（１） 
育てた植物   

結果３－（３） 
青虫の様子  

結果３－（２） 
モンシロチョウが  
卵を産む葉は？  
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４ 色々な物に１０円玉をつけてみた 
１０円玉以外も実験してみた 

  （～昨年、一昨年の結果をもとに新たな実験をしてみた～） 
大沼小 ５年 宮本 優大 

１ 研究の動機 

  過去２年間の研究で、１０円玉をきれいにする試料は、ハンドソープ、みそ、洗濯洗剤であることが分か

った。今年も１０円玉に様々な試料をつけて、１０円玉をきれいにする試料を調べることにした。また、１

０円玉以外の硬貨は、１０円玉をきれいにした試料と同じ試料できれいにすることができるのかを調べてみ

ようと思った。 

２ 調べたこと 

  なるべく汚い１円玉、５円玉、１０円玉、１００円玉を用意して様々な試料につけた。１日経ったら硬貨

をふき、きれいになっているかチェックすることを３日間繰り返して行った。１０円玉をつけるのに使った

試料は、ハンドソープ、みそ、洗濯洗剤、しょうゆ、ソース、緑茶、麦茶、コーラ、サイダー、キッチンハ

イターの１０種類である。１円玉、５円玉、１００円玉には昨年１０円玉をきれいにしたハンドソープ、み

そ、洗濯洗剤の３種類を使った。 

３ 予想 

  ・１０円玉は昨年と同じようにハンドソープ、みそ、洗濯洗剤をつけるときれいになるのではないか。 

  ・１０円玉は青銅からできているが、他の硬貨は違う物質からできている。そのため、他の硬貨をきれい

にする試料も違うのではないか。 

  ・１円玉と１００円玉はきれいにすることができないのではないか。 

・５円玉は１０円玉と似ているため、きれいにすることができるのではないか。 

４ 結果 

  ・１０円玉はコーラにつけてもきれいになった。また、昨年とは異なり、ハンドソープよりもしょうゆに

つけたほうがきれいになった。 

  ・１円玉はどの試料につけてもきれいにならず、実験前より白くなったり汚くなったりした。 

  ・５円玉はハンドソープと洗濯洗剤につけたらきれいになったものの、みそにつけたら少し赤っぽくなっ

た。 

  ・１００円玉はハンドソープとみそにつけたら少しきれいになったものの、洗濯洗剤につけたら汚くなっ

た。 

５ 結果から分かったこと 

  １０円玉をきれいにすることができた試料の共通点を探してみたところ、どの試料にも酸が含まれている

ことが分かった。つまり、酸は青銅をきれいにする力を持っている。１円玉、５円玉、１００円玉は１０円

玉のように青銅からできていないので、１０円玉をきれいにした試料ではきれいにならず、逆に汚くなって

しまうことが分かった。 

６ 感想 

  ３年間研究を行ったが、１０円玉を一番きれいにすることができる試料は毎年変わっていたので、驚い

た。また、今回は１０円玉以外の硬貨も実験してみたが、１０円玉をきれいにした試料ではきれいにならな

かったり汚くなってしまったりして反応が違ったので楽しかった。来年は、硬貨をつける試料の種類を増や

して実験を行いたい。 

【指導者の所見】 

  昨年までの結果をもとに、今年は視野を広げて１０円玉以外の硬貨に着目し、実験を行ったものである。

身近なものに着目し、様々な試料を使って実験を行うことができた。また、実験の記録を事細かに記録し、

表や写真を使って分かりやすくポスターにまとめることができた。硬貨につける試料の種類を増やしたいと

研究に対する意欲が高まっているので、来年の研究にも期待したい。         （神長 美沙希） 
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５ 花火の色の秘密 
～環境にやさしい炎色キャンドルを作ってみて～パート３ 

助川小 ６年 吉田 優璃音  

２年 吉田 惟緒璃  

１ 研究の動機 

  昨年度までの研究で花火の色には、炎色反応が関わっていることが分かった。研究のまとめとして花

火作りを行いたかったが消防法により制作することができないことも分かった。その代わりとして炎色

キャンドルを作りたいと考え、研究を行うことにした。 
 
２ 研究内容 

 ① 既存の炎色キャンドルで炎の色を確認する。 

 ② ろうそくの芯として適する物を調べる。 

 ③ キャンドル素材の内容、分量、芯との相性を調べる。 

 ④ 炎色キャンドルを作り、キャンドルとして使えるか検証する。 

 

３ 結果 

 ① 既存の炎色キャンドルで炎の色を確認する。  ② ろうそくの芯として適する物を調べる。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 ③ キャンドル素材の内容、分量、芯との相性を調べる。 

（例 ステアリン酸 2.5ｇ＋メタノール 45g＋ホウ酸 2.5ｇ＋油 15g）       

芯の種類 タコ糸 タコ糸＋ホウ酸 パラフィン＋メタノール パラフィン＋メタノール＋ホウ酸 キャンドル用の芯 

芯の適正 × × ○ × ○ 

素材・分量の適正 ○ ○ ○ ○ ○ 

キャンドル適正 × × × × ○ 

    

 ④ 炎色キャンドルを作り、キャンドルとして使えるか検証する。 

  （例 ステアリン酸 1.5g＋メタノール 30g＋発色剤 15g＋油 45g、芯の長さ２mm） ※ 他分量 

発色剤 液肥 ココア ワラビ 黒こしょう カキ 大豆 寒天 ミョウバン 

キャンドル適正 

（ ）は燃焼時間 
○ △（20） △（25） ○ ○ × △（15） ○ 

炎色 × ○ × × × × ○ × 

※  ③、④の実験については、他分量、他素材は省略 

 

４ 分かったこと・考えたこと 

  芯を広げることで炎色しやすくなることや、芯を太くすることでろうの吸い上げが良くなることが分

かった。素材を混ぜ合わせる順番も重要である。ステアリン酸とメタノールにとけづらいものが多かっ

たため、炎色しない発色剤が多かったと考えられる。 
 

【指導者の所見】 

  １年次、２年次の研究成果を生かし，新しい視点で研究する姿勢がすばらしい。本研究は，実験を通

して環境にやさしい素材を吟味することや研究の成果を「ものづくり」という形にするなど，実生活に

即した形でまとめられている。環境やリサイクルに目を向け、自らの視野を広げることができた。成果

を日常生活に生かそうとすることで，研究者の生きた知識となった研究となった。   （鐵 邦昭） 

ろうそく 炎の色 元素 

ろうそくＡ ピンク カリウム 

ろうそくＢ 赤色 ストロンチウム 

ろうそくＣ 緑色 バリウム 

ろうそくＤ 黄炎 ナトリウム 

ろうそくＥ 緑色 バリウム 

ろうそくＦ 青色 銅 

芯の素材 適正 様子 

タコ糸（１mm） ○ 炎小 

タコ糸（1.5mm） ○ 炎適正 

タコ糸（２mm） ○ 炎大 すすあり 

キャンドル用糸パラフィン付き × 周りに燃え移る 

キャンドル用芯 ○ 炎適正 
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６ 塩を入れたら早く冷えるのか？～不思議な塩の性質～パート３ 

田尻小６年 朝岡 結信 

 
１ 研究の動機 

  昨年度の研究から塩と氷があれば、急速に温度が下がることが分かった。今年度は、海水の温度の下

がり方や凍りやすい液体について調べたいと考えた。また、塩には温度を下げる以外の力があるのかに

ついて調べたいと考えた。 
 
２ 研究した内容 

  （１）海水（川尻港、会瀬港、河原子港）の温度の下がり方について調べる。 

  （２）凍りやすい液体と凍りにくい液体について調べる。 

  （３）食塩水の浮力の大きさについて調べる。 

 

３ 予想 

  （１）海水の塩分濃度によって、温度の下がり方に違いがあると考えた。 

  （２）液体に含まれている成分の違いによって、凍り方に違いがあると考えた。 

  （３）水と比べて食塩水の方が浮力は大きくなると考えた。 

 

４ 結果 

  （１）３カ所の海水（川尻港、河原子港、会瀬港）の塩分濃度を調べた結果、６～８分後に川尻港と

河原子港の海水は、急激に温度が下がった。 
  （２）低脂肪牛乳と成分無調整牛乳は、１０分後に－３．９℃で凍った。砂糖２０ｇと４０ｇの水溶

液は、４０ｇの方が凍るまでに時間が掛かった。 

（３）水、海水、食塩水、砂糖水に５種類の物質を入れて、浮力の大きさについて調べた。その結果、

砂糖水、食塩水、海水は、水に比べて浮力が大きくなることが分かった。 

 

５ 結果から分かったこと・考えたこと ／ 考察 

  （１）海水の温度の下がり方は、塩分濃度が高いほど、急速に冷えることが分かった。 
  （２）砂糖水は、濃度が高くなるほど凍りにくいことが分かった。 
  （３）水に食塩などが溶けている水溶液は、浮力が大きくなることが分かった。 
 

６ 感想 ／ 反省と今後の課題 

  今回の浮力の実験では、思うような結果が得られなかった。食塩水の濃度を変えることや、浮かせる

物質の体積を変えたり、重さを変えたりしながら、食塩水と浮力の関係についてさらに調べていきたい。 
 

【指導者の所見】 

  写真や表を効果的に使い、分かりやすく結果をまとめている。凍らせることを中心に、食塩と温度の

関係を視点を変えて実験することで、食塩の性質を探究することができた。また、繰り返し実験を行う

ことで、データに客観性をもたせ、科学的に考察が導けるように研究を進めている。 （斉藤 恭正） 
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７ カブトムシの研究７ 

～振動が与えるカブトムシの行動への影響について～ 

泉丘中 １年 緑川 陽翔 

大沼小 ３年 緑川 愛菜  

１ 研究の動機 

  カブトムシの研究の７年目であり、今年はカブトムシの好む振動について調べようと思った。害虫が

農作物に与える食害にヒントを得て、好む振動を与えれば、虫を集めることができ殺すことなく自然界

へ逃がすことができるのではないかと考えた。 
２ 調べたこと ／ 研究した内容 

表面に傷をつけた板に釘を打ち付け、その釘に CDプレーヤーで波形の違う振動を与える。 

（１） どの振動も出力を 70dbに合わせ、釘にどれくらいの時間で近寄ってくるか測定する。 

① ゴールより後ろに釘を刺す。 

② スタートより少し前方に釘を刺す。 

（２） 釘にカブトムシを近づけてから、どのような振動で動くか調べる。 

（３） 振動を与えた板と与えないコルクボードの間にカブトムシを置き、行動を観察する。                   

３ 予想 

  過去の研究結果から、カブトムシは 10000Hz の音に安心するということを活用すれば、好む振動で

あれば、振動を発する釘に近づいていくだろう。 
４ 結果 

（１） ①オスは 100Hz、500+501Hz 、1000Hz の時に近づいていった。メスは 100、500、500+502、    
 1000Hz の時に近づいていった。 
②オスは①以外にも 500、500+505Hz にも近づいていった。メスは 500+501、500+505Hz にも 
 近づいていった。特に 500+501Hz にはすべて近づいていった。 

（２） オスは上記に加えすべてが 10000Hz に近づいていった。メスは 500+502Hz にすべて近づいてい

った。 
（３） オスは５つの周波数に反応し、近づいていった。メスは 1000Hz のみ近づいていった。 
５ 結果から分かったこと・考えたこと ／ 考察 
  虫には好きな振動があって、好きな振動には近づいていく特徴があることが分かった。しかし、振動

が虫に与える影響は、虫の種類によって違うことが分かった。 
６ 感想 ／ 反省と今後の課題 

  今回の結果を活用していけば、その虫の好きな振動を発して集め、生きたまま自然に帰すことができ

ると思った。７年の研究で、人と虫が共存することの大切さをカブトムシから教わった。今後は、カブ

トムシから得たデータの分析をもとにして、他の虫へどのように活用していけばよいのか調べていきた

い。 
【指導者の所見】 

  実生活に即したテーマの設定は、どんな人にもわかりやすく、今後のカブトムシの飼育に役立つと思

う。さらに農作物への虫による食害を、周囲に迷惑をかけない振動で虫をおびき寄せ逃がすという共存

の方法で考えるなど環境問題にも役に立つ研究なので、今後の研究にも期待したい。 （塙 睦子） 
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８ 目指せ 200℃ ～発熱反応を使って温度をあげよう～ 

坂本中 ２年  五耒 雄真  横山 正聖 

 

１ 研究の動機 

  理科の授業で発熱反応について学んだ際、鉄粉と活性炭を混ぜたものに食塩水を加えて発熱反応を起

こす実験を行った。しかし、この授業で行った実験ではそこまで大きく温度が上がらなかったため、ど

のようにすればさらに温度を上昇させることができるか、どのくらいまで温度を上げることができるの

かを知りたいと思い、研究に取り組んだ。 
 
２ 研究した内容 

 （１）鉄粉と活性炭の量、食塩水の濃度は変えず、反応に最適な食塩水の量を調べた。 

 （２）鉄粉と活性炭、食塩水の量は変えず、反応に最適な食塩水の濃度を調べた。 

 （３）（１）、（２）の結果を踏まえ、反応に最適な食塩水の濃度、試薬の比率を用い、全体量を授業

時の 10倍にして袋に詰め、振り混ぜながら熱の上がり方を調べた。 

 

３ 予想 

  飽和状態（約 25％）の食塩水を使用すると、最も温度が上がるであろう。また、試薬をすべて袋に詰

めたのちに振り混ぜることにより、酸素が満遍なく行き渡り、反応がより促進されるであろう。 
 
４ 結果 

 （１）加える食塩水の最適な量は、教科書通り鉄粉６ｇ、活性炭３ｇに対して５ｍＬであった。 
 （２）加える食塩水の最適な濃度は、15％であった。 
 （３）10倍量の試薬を用い、袋に詰めて振り混ぜたところ、温度は 103.7℃まで上昇した。 
 

５ 考察 

  食塩水の量は多すぎても水に熱を奪われてしまい、少なすぎても全体に行き渡らず反応しにくいと考

えられる。また、食塩水の濃度は濃すぎても反応しにくいと考えられる。90℃を超えたあたりから温度

が上がりにくくなってしまったが、これは発生した熱によって水分が蒸発したためだと考えられる。 
 

６ 反省と今後の課題 

  細かい食塩水の濃度や、10倍量での食塩水の適切な量、鉄粉と活性炭の割合など、今回調べ切れなか

った要素を研究していき、さらに温度が上昇する条件を調べたい。 
 

【指導者の所見】 

  授業で行った実験から素朴な疑問をもち、条件を一つ一つ丁寧に調べながら熱心に研究を行った。対

照実験を繰り返し、適切な条件を探る研究手法は科学的で、大変説得力がある。データもコンピュータ

を用いてグラフ化し、比較しやすくするなど、まとめ方も工夫されている。      （三浦 宙） 
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９ プラスチックの融点と弾性の関係 

茨城県立日立第一高等学校附属中学校 ２年 金子 和真  髙橋 慧伍 

１ 研究の動機 

  私たちは、理科の授業でプラスチックの融点について学習した時に、融点が決まる条件が気になった。

そこで私たちは、プラスチックの弾性が融点に影響するのかを調べた。 
２ 調べたこと 

  プラスチックである PE、PP、PVC、PS、PETを加熱し、温度変化と融点を調べた。そして、PE、PP、PVC、

PS、PETを高さ 20cmのところから、プラスチックを落として、跳ね上がった高さを測定し、弾性を測定

した。 

３ 予想 

  融点と弾性は、分子間に働く力が影響するため、関係性があると考えた。 
４ 結果 

 
５ 考察 

  PVC を除くプラスチックの融点と弾性の相関係数を右の式で計算

すると、0.99 という強い正の相関が見られた（１に近いほど強い正の

相関) 。PVC を除くプラスチックの融点と弾性は関係があることがわ

かった。弾性は、分子構造が変化したときに元に戻ろうとする力であるから 1)、分子同士の結合の強さ

が融点と弾性に影響していると考えられる。また、熱伝導性の高さは、図３の１次線形近似の傾きから

考えることができる。PVC を除くプラスチックでは、弾性が大きくなると熱伝導性も高くなる傾向が見

られた。熱伝導性は、分子同士の距離が近いと熱の伝わりが速くなるため、高くなる。また、分子同士

の距離が近いことは、バネに例えると、分子一つを玉にしたときに距離が近いほどバネが縮み、その分

反発する量が増えるから弾性が強くなる。 
  PVC の弾性が大きい理由は、PVC に含まれる塩素の影響だと考えられる。ポリエチレンを塩素化度

20～60%で塩素化すると、良好なゴム弾性が得られることが知られている 2)。 
６ 参考文献 1) 藤田英夫、ゴム弾性(その１)、日本ゴム協会誌、第 52巻、第 11号(1979) 

       2) 服部剛、ポリ塩化ビニルの物性、高分子、vol13、No.149(1964) 

 

【指導者の所見】 

  測定がとても難しい実験だったので、根気強く何度も実験する姿に感心しました。失敗を繰り返すう

ちに、実験方法を最適化していくことができました。分子鎖間の相互作用に注目して考察した点が良か

ったと思います。凝集エネルギーを考えるとより詳しく実験結果を考察できるかもしれません。これか

らも様々な科学研究に挑戦してほしいです。                  (大貫 啓太) 
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10 根の重力、水分、光屈性の観察 

河原子中 ３年 小林 沙樹  

１ 研究の動機 

  自然環境の変化に伴い、以前見られていた植物が見られなくなるなど、環境変化の重大さを痛感し、

「植物工場」の重要性を再確認した。植物を栽培する際、根の成長が良ければ地上部の成長も良くなる

と考え、効率の良い栽培には根の挙動を調査することが必要不可欠だと考えた。 
 
２ 研究した内容 

 （１）発芽した植物の芽に４色の光を当てたときと光を当てないときで違いを比較する。 

 （２）横に倒れた状態の根は、重力によってどのような影響を受けるか観察する。 

 （３）土の中で植物の主根や側根が水分・養分の領域にどのように伸びるか観察する。 

 （４）発芽した植物の根に４色の光を当てたときと光を当てないときで違いを比較する。 

 

３ 予想 

 （１）芽は、光合成に使われる青、赤、白の色の光に向かって屈性すると思う。 
 （２）根は水分を目指して伸びていくので、水分のたまる重力の向きに曲がる屈性を示すと思う。 
 （３）水分の吸収は植物に欠かせないので、植物の根は水分方向に曲がると思う。 
 （４）根は、光のない方向に伸びていくので、根は光を嫌い、逃げていく方向に屈性を示すと思う。 
 
４ 結果 

（１）芽は、光の方向に屈性を示し、芽の長さと質量は青い光で最も大きくなっていた。 
 （２）根の先端と側根は、重力の方向に屈性を示し、芽は上向きにのびていった。 
 （３）植物の根は、水分のある方向に側根が伸びていき、養分を用いると主根がよく伸びていた。 
 （４）光を照射した根には、ほとんど側根は見られなかった。 
 

５ 考察 

  地中の根は生きていくために迅速に重力屈性がはたらき、根の先にある重力のセンサにより根や茎を

曲げる方向が判断され、ホルモンが制御される。また、水分の量に反応するセンサも根の先にあり、側

根は水分の多い領域に向かうことが確認できた。この性質は、地中の中で少ない水分を有効に利用でき

る可能性を示している。根が光から受ける影響については、主根は活発に活動するが、敏感な側根や根

毛には光での障害が起こるのではないかと推測できた。 
 

６ 感想 ／ 反省と今後の課題 

  この実験を通して、苗・土の状態などの環境が植物に及ぼす影響について知ることができてよかった。 
  環境を制御することで作物の育成が効率よくできるようになる実感を得た。 
 
【指導者の所見】 

  植物工場の効率化を図るため、根や芽の屈性に着目して、複数の視点から実験方法を工夫して調査が

進められている。掲示物の作成においては多くの写真を用いて見やすくレイアウトし、研究に活用した

文献資料も示しながら研究から分かったことを整理してまとめることができている。  （荒木 涼太） 
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１ お皿，かたむけーる 

日高小 ３年 加古 瑠莉那 

 

１ 作品の構図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 考えついた動機 

  新しい皿を買わずに、家にある皿でも、しょうゆなどのタレを皿の端にためておくことができる皿を作   

りたいと考えた。 

 

３ 作品の特徴と工夫 

  ニンジンとピーマンの形をしており、二つのパーツをセットで使用する。二つのパーツの間にはマグネ  

ットがあり、セットで保管することができる。素材はシリコンゴムでできており、上にのせた皿が滑りに  

くくなる。また中央部にへこみが作られており、箸置きとしても使用できる。 

 

４ 使用方法と効果 

  二つのパーツを皿の下に敷くことで、皿が傾く。そのことで醤油やタレが皿の片側にたまり、他の皿を  

使わずに醤油やタレをつけることができる。洗い物がへることで、洗剤の流出を防ぐことができ、地球に  

優しい。また醤油やタレだけでなく、落ちた油もたまり、体にも優しい。 

 

〈指導者の所見〉 

  醤油皿やタレ用の皿を用意して、洗い物が増え、面倒に感じた経験をした人は少なからず存在するので  

はないだろうか。そうした悩みを解消する工夫が見られる点がこの作品の優れているところである。また  

環境や使用者の健康にも配慮している点もこの作品の魅力である。         （関山 真澄） 
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２ どんなノズルも保護できる！ポンプボトルストッパー 

諏訪小 ６年 中野 心景  

 

１ 作品の構図 

 
             全体図            ノズル保護・ストッパー部分の拡大図 

 

２ 考えついた動機 

母親が化粧品や消毒液のボトルをポーチにしまう時、ボトルの先端が他の物と当たることを気にして

いるのを見て、それらのボトルを安全に持ち運べるようにしたいと考えた。また、形や大きさが違う様々

な容器があるので、いろいろな容器に使えるストッパーを作りたいと考えた。 

 

３ 作品の特徴と工夫 

洗濯ばさみでポンプをロックする部分を作った。また、ストローを活用してノズルを保護するための

部分を作った。この洗濯ばさみとストローはシリコンマットでつながっている。シリコンマットは鋲で

固定してあり、容器の大きさに合わせて位置を変えることができる。この構造により、化粧品のボトル

の他にも消毒液やシャンプーボトルなどの、形や大きさの違う容器にも利用できる。 
身近にある材料を活用しているので、破損した場合にも修理が容易である。また、水洗いもかんたん

にでき、衛生的である。ボトルの口が 22mm～28mmのものまで対応できる。 
 
４ 使用方法と効果 

洗濯ばさみをポンプ部分に付け、ポーチなどの中で内容物が漏れないようにする。また、ストローの

付いたシリコンマットをノズルに差し込むことで、ノズルの先端を保護できる。その際、洗濯ばさみの

先端をつまむことで、ストローに付いているシリコンマットが引っ張られ、ストローがノズルにしっか

りと固定される仕組みとなっている。 
 

【指導者の所見】 

  感染症への対策が常に必要とされている状況において、消毒液を衛生的に持ち運ぶことを実現しよう

とする着想が素晴らしい。洗濯ばさみを活用したストッパーによって消毒液がバッグの中で漏れてしま

うことを防ぎ、ポンプをロックすると同時に自作のカバーで吐出口を覆うことができ、機能性も高い。

作成に当たっては、身近な材料を活用しているが、部品のサイズや材料を様々なものから検討し、組み

合わせている。全体的にしっかりとした作りで、日常的に使用することも十分に可能である。 

（長岡 立大） 
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３ かんたん消シカスいれ 

日立市立滑川中学校 １年 佐藤 瑛人 

１ 作品の構図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        

２ 考えついた動機 

  机に消しカスがあり、母に「きたない！」と言われたので、簡単に掃除できる方法がないか考えた結

果、かんたん消シカス入れを思い付いた。 

 

３ 作品の特徴と工夫 

  ・身近にあるものだけで作った。 

  ・消シカスが捨てられるだけでなく、下敷きになるので便利。 

  ・狭い場所でも邪魔にならない。 

  ・持ち運びがしやすいコンパクトサイズなので、どこへでも持って行ける。 

 

４ 使用方法と効果 

  ・ノートなどの下に下敷きをセット。 

  ・机の脇にペットボトルがぶら下がる。 

  ・消しカスが出たらそのまま机の脇のペットボトルへスライド。 

  ・消しカスがペットボトルに入り、いつも机の上がピカピカ。 

 

【指導者の所見】 

母親に注意されたことを解決するためにどうすれば良いかが考えられており素晴らしい。そしてそれ

を解決する作品を作り上げるだけでなく、下敷きも兼ねるという一石二鳥の効果も考えられている。ま

たペットボトルの可動域が広く、机の形状に合わせて自在に角度が変えられる所からも実用性の高さを

感じる。身近な問題を解決してくれる作品であったことが優秀作品に選んだ大きな理由の一つである。 

 （蒲原 和真） 

 

全体図 使い方 
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４ 着せ替えブックカバー 

日高中 ２年 加古 真優奈 

 

１ 作品の構図 

 

 

 

 

 

 

２ 考えついた動機 

  紙のブックカバーは、持ち歩いているうちにだんだん破けてしまったり、水や湿気に弱かったりする。

また、ブックカバーを作る際には、毎回本の大きさに合わせるという手間がかかる。さらに、分からな

い単語や心に残る文章やページをメモしておけるブックカバーがあれば良いと考え、着せ替え式のブッ

クカバーを作製した。 

 

３ 作品の特徴と工夫 

 ・本のサイズや厚みに合わせて、カバーできる。 

 ・本に合わせて簡単にカバーできるよう、カバー裏に中心線や主要な本のサイズに対応したガイド線が

付いている。 

 ・カバーは透明で袋状になっている。よって、好きな包装紙や薄い紙が挟めるので、カバーの見た目に

変化がつけられる。 

 ・表紙と裏表紙の折り返したところは、本本体とは別の袋になっていて、ペンや鉛筆、しおりやメモ用

紙がさせる。また、メモやペン先などで本が汚れるのを防ぐために、両側ともカバーが付いている。 

 ・ビニール製のため、丈夫で長持ちする。また、耐水性がある。 

 

４ 使用方法と効果 

 ①好きな包装紙をカバーしたい本よりもやや大きめに切る。 

 ②全ての折り返しを開く。 

 ③選んだ包装紙をカバーの中に入れる。 

 ④上部を「上」と書かれた線に合わせて内側に折る。 

 ⑤本を上部に合わせて置き、その高さに合わせて下側を内側に向かって折る。 

 ⑥本を中心線に合わせて置き、右側・左側ともに内側に向かって折る。 

 

【指導者の所見】 

  日常生活の中で、「このようなものがあったら、便利だな。」という考えをもって製作に取り組んだ点

がすばらしい。ガイド線がついていることで簡単にカバーできたり、ペンやしおりを挟めるようになっ

ていたりするなど、多くのアイディアが詰まっている点も魅力である。さらに、手に入りやすい透明の

テーブルクロスを使っている点も良い点である。                  （根本 智） 

① ② 

③ ④ 

⑤ ⑥ 
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５ 吸着、解放 パッ缶オープナー 

坂本中 ２年 佐川 裕哉  

 
 
１ 作品の構図 

  

全体図                   使用例 

 

２ 考えついた動機 

缶詰のふたを開けた際、切り口が鋭く、ふたを取るときに指を切りそうで危ないと感じて安全にふた

を取り外すような方法はないか考え、製作に至った。 

 

３ 作品の特徴と工夫 

 ・缶詰のふたを切って開けた後、ふたの切り口に触れずに缶から取り外すことができる。 
 ・缶詰の大きさに合わせて吸着用のスポイトの位置を動かせるようにしている。 
 ・ふたを吸盤で吸着するだけでなく、吸着したのちに放すこともできるようスポイトを使用している。 
 
４ 使用方法と効果 

 ・缶詰に缶切り部分をセットした後、スポイトと吸盤で缶詰のふたを吸着する。 
 ・缶詰を開けた後、ふたを吸盤ごと取り外す。 
 ・スポイトを押して吸盤からふたを解放する。 

 

【指導者の所見】 

 ・ふたをくっつける缶切りは世の中に存在しているが、それを自在に取り外せるようにした着眼点と発

想がユニークで素晴らしい。ネーミングも面白く、親しみやすい。 
・実際に缶を開けて使用した写真を添えており、実用性があることを示している。 
・今回は４号缶で使用しているが、小型の６号缶、大型の２号缶など、さまざまな大きさに応用可能な

設計は実に完成度が高い。                           （三浦 宙） 
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Ⅵ 編集後記  

 
2020 年 12 月。小惑星探査機「はやぶさ２」が、小惑星リュウグウでのガスや岩石

を採取し、地球にカプセルを届けることに成功しました。カプセルを切り離す４日前

に、ほんの 0.085°という微細な角度の修正を経て、予定された地点に帰還できたと

いうニュースに、日本の科学技術の高さを思い知ることとなりました。 

今年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のために、学校では分散登校や夏休

みの短縮が行われました。例年のように、自由研究や発明工夫に取り組める時間が十

分に確保できない中、児童・生徒たちは熱心に研究や試行錯誤を重ね、自由研究や発

明工夫の作品を完成させました。「先生、今年は時間が足りなかった。来年頑張るね。」

「頑張って、何とか作ってきたよ。」等の意欲あふれる言葉に、私たち教員の方が、

逆に元気をもらう一年になったように思えます。子どもたちの探究心や学びへの意欲

に応えられるように、「やってみて」「振り返って」「またやってみて」の試行錯誤

を積み重ね、自分の出した問題に対する「答え」に向かうことの大切さを、私たち大

人が子どもたちに伝えなければと、身の引き締まる思いがしました。 

 さて、ここに第 64 回科学研究作品展及び発明工夫作品展の優秀作品を掲載し、研究

事例集を編集しました。研究や発明のスタートとなる、「動機」「理由」「根拠」と

なる部分から、今後の科学研究・発明工夫のヒントが得られることを願っています。

また、日々ご指導にあたられている先生方にとっても、少しでも多くの子ども達が、

少しでも前向きに研究活動に取り組めるよう、指導・助言の手助けになることを願っ

ています。編集及び発行に際しましてご協力頂きました、日立市教育委員会指導課指

導主事 倉橋 久美先生をはじめ、児童・生徒へのご指導・ご助言に加え、本誌の編

集に協力してくださった、すべての市内小中学校の先生方に改めて深く感謝申し上げ、

お礼の言葉といたします。 

 
 

編 集 委 員  
       山崎  誠   理科教育研究部長（坂本中学校長） 

       井口 昌史   理科教育研究部副部長（泉丘中学校教頭） 

       川﨑  潤   事例集発行委員（水木小学校教諭）  
       宮﨑  学   事例集発行委員（成沢小学校教諭）  
       萩原 真也   事例集発行委員（坂本小学校教諭）  
       若杉 悠治   事例集発行委員（山部小学校教諭）  
       磯野 尚人   事例集発行委員（多賀中学校教諭） 

       飯塚 絹代   事例集発行委員（大久保中学校教諭）  
       中野 真樹   事例集発行委員（十王中学校教諭）  
       三浦  宙   事例集発行委員（坂本中学校教諭）  
       倉橋 久美   日立市教育委員会指導課指導主事  
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